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昭和56年7月号

省 令

� ーチ

関 ｛系 法
報

d色、．T.I 

o国家公務員共 済組合法施行規則の一部を改正する省令 （ 大蔵4 1)

0 昭 和42 年度以後における国家公務員共 済組合等からの 年金の額の改 定に関する法律施行令 第18条 第

3項に規 定する金額の特例を定める省令 （同42)

第214号

（官報掲）載月 日

7 . 23 

0 児童扶養手当法施行規則 及び特別 児童扶養手当等の歩給に関する法律施行規則の一部を改正する省

令 （厚生56 ) 7 ・30

規 則

。 人事院規則 （災害を受けた 職員の福祉施設） の一部を改正する規則 （ 人事院16 3 ) 

0同 （ 補償及び福祉施設の 実施） の一部を改正する規則 （同16 - 4 )  

o同 （俸給の調整額） の 一部を改正する規則 （同 9 - 6 )  

o同 （災害を受けた 職員の福祉施設） の一部を改正する規則 （同16 - 3 ) 

0同 （俸給の特別調整額） の一部を改正する規則 （同 9 - 17) 

学 内 規 則

富山大学職員健康安全管理規則の一部改正

富 山 大学 職員健康安全管理規則の 一部を改正する規則 を次のとおり 制 定する。

7 ・ 1

II 

7 ・ 16

II 

7 ・1 7

昭和56 年 7月14日 富 山 大学長 柳田 友道

富山大学職員健康安全管理規 則の一部を改正する規 則

富山 大学 職員健康安全管理規則iJ （ 昭和51年10月 1日 制 定）の一部を次のよう に改正する。

第 1条 （見出し を除く。） を次のよう に改める。

第1条 富 山 大学 （ 経営短期 大学部を含む。） の 職員の健康及び安全保持に関しては， 人 事院規制 10- 4 （ 職員の保

健及び安全保持） （以 下「規則 10 4」という。） ， 人事院規則10 5 」 （ 職員の放射線障害の防止） （以下「規則

10- 5」 という。） ， 人事院規則10 - 7 （女子 職員及び 年少 職員の健康， 安全及び福祉） （以 下「規則10 - 7」とい

う 。） 及び文部省健康安全管理規程 （ 昭和48年文部省訓令 第23号） 又はその他の法令に 定めるもののほか， この規

- 2 -



昭和56年7月号

則の 定めるところによる。

第 2条 中「 附属図 書館」を「 附属図 書館， ト リ チ ウ ム 科学セン ター」に改める

第 5条 第 2 項 中「他 の省庁等と共同して 行う場 合は， 当該 部局長は」を「他 の省庁等と共同して 行う場 合には，

学 報 第214号

当該 部局 長は， 」に改める。

第11条 第 3 項 中「そ のつど」を「そ の都度」に改め， 同条に次 の 1 項を加える。

4 部局長は， 規則 10 - 5 第 16条 第 1項各号に掲げる事 項に該当するときは， 速やかに学 長に報告しなければなら

ない。

第1 2条 中「人 事院規則10 - 7 （女子 職 員及び 年 少 職員の健康， 安全及ぴ福祉）」を「規則1 0- 7」に改める。

第 13条 （見出しを除く。） を次 のように改める。

第13条 規則10- 5 第 22条 第 l項に規 定する放射線障害の防止に関する規則は， JJIJに 定める。

別表 第 l を次 のように改める。

（次 のようは， 5jlj紙 のとおり）

附 則

こ の規則は， 昭和 56年 7月14 日から施 行する。

別紙第 1
健康管 理者及び安全管 理者等

昔日 局 健康管理 者 健康管理担当者 安全管理者 安全管理担当者 管 理範囲

人 事 課 長 任 用 （系 長
本 苦E 王 E十 課 長 世回二 Rオ 係 長 本音II及びトリチ

人 事 課 長 任 用 ｛系 長 経 理 課 長 用 度 係 長 ウム科学センタ

トリチウム科学センター 施 設 課 長 設 備 ｛系 長

厚 生 課 長 f果 健 係 長
人 文 京一込，. 書店 人文学部・理学部 人文学部・理学部 人文学部・理学部 人文学部・理学部 人 文 学 部及び
理 学 音II 司王 務 長 庶 務 ｛系 長 :j;j!;- 1華 長 用 度 係 長 理 学 昔日

[ff 務 f系 長 会 係 長 教の育学校
学部を除（附〈。属） 

教 育 ，田替「安 昔日 事 務 長 事 f年 長
附第 属二 学

係 十：長交 附第 属
｛守系

二 校長 附属の学校

n. ii"i すー 耳目 主拝 す事 長 庶 務 ｛系 長 事 務 長 2ヨエ込 係 長 経 済 学 部
工 学 苦E 事 務 長 庶 す華 係 長 事 務 長 管 理 f系 長 工 学 音E
教 養 吉日 司王 務 長 庶 す葺 （系 長 事 1量 長 ぷZ三〉、 E十 係 長 教 養 昔日

附 属 図 書 館 事 務 長 総 務 係 長 手v す華 長 総 務 係 長 附属図書館
経 営 短 期大学 部 事 務 長 絵、 務 ｛系 長 事 務 長 総 務 係 長 経営短期大学部

備考 本部の安全管理者は， 本学の事務組織規則に定める分掌事項により， 分担して管理するものとする。

砂富山 大学 職員健康安全管 理規則 の改正 理由

1 トリ チ ウ ム科学セン ター の設 置に伴う 所要の改正を 行う。

2 放射線取扱施設における事 故報告義務を規 定する。

3 事務分掌の変更等に伴い， 別表 第 1 （健康管 理者及び安全管 理者等） を改める。

4 字句を改める。

富山大学理学部国際規制物資計量管理規則の制定

富 山 大学理学 部国際規 制物資計量管 理規則を次 のとおり 制 定する。
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昭和56年7)1号a 品同一チ 報 第214号

昭和田 年 7月 17日 富山大学長 柳田 友道

富山大学理学部国際規制物資計量管理規 則

（目 的 ）

第1条 こ の規則は， 核原料物質， 核燃料物質及び原子炉 の規 制に関する法律 （ 昭和32 年法律第 166号。以下「法律」

という。） 第6 1条 の 8 第 l項の規定に基づき， 富山 大学 理学 部（以 下「 本学 部」という。） における法律 第6 1条 の 3

第l項に 定める国際規 制物資 の使用 の承認を待たすべて の核燃料物質 の計量及び管 理（以 下「計量管 理」という。）

に関し必 要な 事項を定め， もって適正な計 量管理 制 度の確立を図ることを目的とする。

（定 義 ）

第2条 こ の規則において「国際規 制物資」とは， 法律 第 2 条 第 8 項に規定する核燃料物質をいう。

（計 量管 理責 任者 ）

第3条 本学 部における核燃料物質 の計量管 理のために計量管 理責 任者を 置くも のとする。

2 本学 部における計量管 理責任者は， 学 部長をもって充てる。

3 本学 部における計量管 理については， 計量管理責任者 の責任 の下に行う。

（物質収支区域 の設 定 ）

第4条 本学 部における物質収支区域については， 本学 部 の施設 全体をもって設 定し， 計量管 理については， こ の

物質収支区域を 基礎として行う 。

2 本学 部の物質収支区域 の符号は， IY - Rとする。

（記 録 ）

第5条 計量管 理責 任者は， 別紙様式 の国際規 制物資受払簿に次 の各 号に掲げる事項について次条から 第 8 条 ま で

の規 定に 基づき記録するも のとする。

( 1) 供給当事 国

(2 ) 国際規 制物資の種類及び重量

(3) 在庫変動 の日付

(4) 在庫変動 の原因

( 5) 受入れ， 払出し又は廃棄を 行った事 業 所名

2 計量管 理責 任者は， 受払簿を 10年間保存するも のとする。

（受入れ， 払出し及び廃棄に関する手続 ）

第6条 計量管 理責 任者は， 国際規 制物資 の受入れ， 払出し及び廃棄に立 会い， 当該受入れ， 払出し又は廃棄 の数

量をそ の都度記録するも のとする。

（消耗， 希釈等に関する手続）

第7条 計量管 理責 任者は， 国際規 制物資が消耗， 希釈等により減少した場 合には， 当該数量を毎 年 1月l日から

6 月30日 ま で の期間及び 7月 1 日から12月3 1日 ま で の期間について確認し， 記録するも のとする。

（事故損失に対する手続 ）

第8条 計量管 理責 任者は， 事故により国際規 制物資 の損失が 生じたとき又は生じたと みなされたときは， そ の都

度数量を確認し， 記録するも のとする。

（報 告）

第9条 計量管 理責任者は， 法律 第6 7条及び国際規 制物資 の使用に関する規則 第 7条 第 17項の規 定に 基 づき， 毎 年

1月 1 日から 6月30日 ま で の期間及び 7月 1 日から 12月3 1 日 ま で の期間に 係る報告 書を作成し， 当該期間経過後

1月以内に学 長を経由して 科学技 術庁 長 官に提出しなければならない。

附 則

こ の規則は， 昭和56 年 7月17日から施 行する。
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昭和56年7 月 号

別紙棟式

国際規制物資の種類
事 業 戸片 理 学

増いi�」＇�＼怒＼号数 �，� 量

受入その他 言十

品同弓ー 報

国 際 規 制 物 資 受 払簿

供給当時国｜
用 宅場

j成

払 出 消 耗 希 釈 廃 棄 医事故損失

惨 富 山 大学 理学 部国際規 制物資計量管 理規則の 制 定理由

第214号

富 山 大学

残 高 備 考
その他 言十

理学 部において国際規 制物資である劣化 ウ ランを研究用として使用するに 当たり， これの適正な計量及び管 理を

行うため。

富山大学自然観察実習セン タ一規則の制定

富 山 大学自然観察実習セン タ一規則を次のとおり 制 定する。

昭和56年 7月 1 7日 富山 大学 長 柳田 友道

富山大学自然観察実習センタ一規 則

（設 置）

第1条 富 山 大学 （以 下 「 本学」 という。）に 富山 大学 自然観察実習セン ター （以 下 「セン ター」という。） を 置く。

（目 的）

第2条 セン ターは， 本学の共同利用施設として 野外教育（ 自然観察 ・栽培等）の 実習に利用すること及び本学の

関 連領域における 教育 ・ 研究などの材料を 育成管 理し， 提 供することを 目 的とする。

（組 織）

第3条 セン ターに次の各号に掲げる 職員を置く。

(1) セン ター長

- 5 -



昭和56年7月号

(2) その他必要な職員

品同一手 報

2 センター長は． 本学の教J受のうちから第5条に定める運営委 員会の推的に基づき， 学長が命ずる。

3 センタ一長の 任期は， 2 年とする。 ただし， 再 任を妨げない。

（ 職 務）

第4条 センタ一長は， センターの 業務を総括する。

2 職員は， センターの業 務に従事する。

（ 運営委 員 会）

第214号

第5条 センターの運営に関する基本的な事項を審議するため， 富山大学白然観察実習センタ一運営委員会（以下

「 委員 会」という。）を置く。

（ 委 員 会の審議事項）

第6条 委 員 会は， 次の各号に掲げる事項を審議する。

(1) セ ンタ ーの 管理運営に 関する 事項

(2 ) センター長の推薦に関すること

(3) その他センターに関する重 要事項

（ 委 員 会の組織）

第7条 委 員 会は， 次の各号に掲げる 委 員をもって組織する。

(1) センター長

(2 ) 教育学部の 教官 4 名

(3） 理学部及び 教養部の 教官 各2名

(4) 事務局長

( 5) 教育学 部事 務長

2 前項第 2号及び 第3号の 委員は， 教 授， 助 教授若しくは 講師のうちから学 部長又は 教養部長の推薦に基づき学

長が命ずる。

3 前項の 委員の 任期は， 2 年とし， 再 任を妨げない。 ただし， 補欠 委員の 任期は， 前 任者の残 任期間とする。

（ 委員長）

第8条 委 員 会に 委員長を 置き， センター長をもって充てる。

2 委員長は， 委 員 会を招集し， その議長となる。

3 委員長に 事故あるときは， 委員長があらかじめ指名した 委 員がその 職務を 行う。

（ 庶 務 ）

第9条 センター及び委員 会の庶 務は， 当 分の 間， 教育学部事務部において処 理する。

（雑 則）

第10条 この規則に 定めるもののほか必 要な事項は， 委員 会の議を経てセンタ一長が 定める。

附 則

この規則は， 昭和56 年 7月17 日から施 行する。

惨 富山 大学 自然観察実習センタ一規則の 制 定理由

本 学の 野外教育の 実習利用及び 教育研究に貢献する共同利用施設としての自然観察 実習センターが設 置されるこ

とに伴い， 同センターに 係る 所要事項を規 定するため。

富山大学認定講習委員会規則の廃止

富山 大学認 定講習 委 員 会規則を廃止する規則を次のとおり 制 定する。

昭和56 年 7月1 7日 富山 大学長 柳田 友道
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昭和56年7月号 品... 」ーテ 報

富山大学認定講習委員会規 則 を廃止する規 則

富山大学認定 講習委 員 会規則（昭和25 年 5 月23 日 制定）は廃止する。

附 員U
こ の規則は， 昭 和56年 7月 1 7日から施行する。

惨 富山大学認定 講習 委員 会規則 の廃止 理由

教育職員免許法 の規定に基づく認定 講習を 本学 の規則として存続する必 要がなくなった ため。

昭和56年度第3国学寮補導委員会（ 7月 7日 ）

（審議事項）

(1）学寮 の諸問題について

昭和56年度第6回補導協議会（ 7月9 日）

（審議事項）

( 1）当面する諸問題について

昭和56年度第4回評議会（ 7月17 日 ）

（報告事項）

(1）国大協 の要望書 の処 理及び提出について

(2） 第28 回国立大学 図 書館協議 会総会について

(3）学生 の動向について

（審議事項）

(1)富 山大学認定 講 習 委 員 会規則 の廃止について

(2）富 山大学自然観察 実 習セン タ一規則 の制定について

(3）富 山 大学 人文学 部教授会規則 の一部改正等について （継続審議事項）

( 4） 富 山大学 教養 部教授会規則 の一 部改正について （継続審議事項）

昭和56年度第3囲入学試験管理委員会（ 7月20日）

（審議事項）

( 1） 昭和 57年度入学者 選抜試験における 補欠 合格者 の取扱いについて （継続審議）

昭和56年度第2回入学者選抜方法研究委員会（ 7月20 日 ）

（審議事項）

(1） 昭 和60 年度以降 の共通 第 l 次学力試験 の出 題教科 ・ 科目等について のアンケート調査について

附属図書館商議会（ 7月21 日）

（報告事項）

第214号
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昭和56年7 月 号

(1)工学部分館長の交替について
(2）第28回国立大学図書館協議会総会について
(3）第 2回附属図書館電算化委員会について
(4）昭和56年度附属図書館運営費配分について

（審議事項）

(1）昭和56年度学生用図書購入費について
(2）昭和56年度参考図書購入費について
(3）昭和56年度基本参考図書購入費について
(4）短大から の 申し 入れ について （継 続 ）

品比一チ

品比一チ

報 第214号

事

昭和56年度 科学研究費補助金（海外学術調査一調査総括）交付内定者

研究代表者 研 7.C". .n.. 課 題

命x:if��空｜スワヒリ語圏における多言語使用と「スワヒ1）化」に関する比較調査

配分予定額千円
1,200千円

学 術 刊 行 物

富 大経済論集 （第 27 巻1号 1 981年 7月 ）

0手IJ潤参加と財産分配政策
0近代天皇制国家論についての覚書（3)
o 会計 実 務基準書 第 16号 の利益概念 の検討

小原久治
小松和生
火原克二

o子 会社に よる親 会社株式 の取得 泉田栄一
0 ＜労働力〉商品の特殊性について 売買形式と階級関係一 小倉利丸

o意思決定モデル接近法 と売却時価主義会計 榊原英夫

昭和57年度 富山大学入学者選抜に関する要項

1. 学部・学科等の内容及び入学定員

且寸ιー 音日 学 科 課 程 入学定員 専 攻 講座又は学科目

履 哲学， 日本史学，東洋史学，西洋史学，考古学，人文地理
人 文 且寸ιー 科 9 0 

市多 学，文化人類学，言語学，比較文化
人文学部 コ 国語・国文学，朝鮮語・朝鮮文学，中国語・中国文学，英

語 子主主，＿ 文 且寸ιー 科 8 0 語・英米文学， ドイツ語・ドイツ文学，ロシア語・ロシア
ス 文学，比較文学

- 8 -
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国語， 社 会， 数学， 理科， 音楽， 図画工作， 体育， 家庭，
小 学 校 教 員養成課 程 1 4 0 

専 教育学， 教育心 理学

攻 国語， 社会， 数学， 理科， 音楽， 美術， 保健体育， 家庭，
教育学 部 中学 校 教 員 養成 課程 5 0 

教 技術， 英語

養 護学 校教 員養成課程 2 0 干斗 特殊 教育

幼稚園 教 員養成 課 程 3 0 幼稚園 教育

栓 i斉 寸λムゐー 科 1 2 0 経済原論第し 経済原論第2， 経尚史， 経済政策， 金融論， 財

政 学， 統計学， 経済地 理学， 社 会学， 経営 学， 流通論， 財務会

経済 学部 主主 営 A寸ム4ー． 科 1 2 0 計， 管理会計， 経営工 学， 経営環境論， 国際経営論， 人事管理

論， 経営 実 務論， 基礎法， 財産法， 企業関 係法， 倒産関 係法，
経 メ邑以． 法 且寸£ー． 科 6 0 

社 会法， （国際取引法 ）

代数 学及び幾何学， 解析学， 数 理統計学， 応用解析学及び電気
数 主寸主z一． 科 4 0 

計算機論

固体物 理学， 量子物 理学， 結晶物 理学， 電波物 理学， レーザー
物 理 A一＂！·ー 科 4 0 

理 学 部 物 理学

化 学 科 4 0 物 理化学， 構造化 学， 分析化 学， 有機化 学， 天然物化 学

生 物 寸,>llー， 干斗 3 0 形態 学， 生理学， 細胞 生物 学， 環境 生物 学

地 E事 科 P寸且ー． 科 3 0 地殻構造学， 地殻進化学， 陸水 学， 雪氷 学

電 気 工 Aナ,,. 科 5 0 電気 理論， 電気機器学， 電力工学， 通信工学， 制御工学

有機工業化学， 有機合成化学， 無機工業化学， 応用物 理化 学，
工 業 化 会一 子且， 科 4 5 

環境化 学

金 属 工 戸寸且A． 科 4 0 金属材料学， 金属加 工学， 鉄冶 金学， 非鉄冶 金学

工 学 部 機 械 工 A十江． 科 5 0 材料力 学， 機械力 学， 流体工 学， 熱工 学， 動力熱工 学

生 産機 械工 学 科 4 0 切削加工，工業計調lj， 塑性加工， 制御機器

f七 寸，，，，ー， 工 学 科 4 0 反応工 学， 拡散単位操作， 機械的単位操作， 輸送現象

電 子 工 よ寸と£ー． 科 4 0 基礎 電子工 学， 応用 電子工学， 電子素子工学， 電子 回路工 学

共 通 講 座 応用物 理学， 応用数学， 情報処 理

A口、 計 1 ,  1 9 5 

（注 ） （ ） 内は， 昭和57年度に開 設 予定の学科目 である。

2. 入学者選抜方法等並びに第2次の学力検査実施 教科・科目

別表I ・II のとおり

3. 学生募集要項 （細目） の発表

募集 人 員， 出願 期日， 第2次 の学力 検 査等 の実施 期 日， 試 験場等 の細目を記載した 学生募集 要項は， 1 2月 中

旬頃に発表 の予定 である。
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4. 共通第1次学力試験及び第2次の学力検査の配点

品寸uー． 苦日 共通 第 1次学力 試 験 第 2次 の学力検 査 A口、 百十
5 00点満点に換 算

人 文 P寸旦ー． 音日 する。 4 0 0 点 9 0 0 点

（各 教科 100点）

教
理経 育済 A寸

寸品ム且ιー」， 
部

部
部

部 1, 0 0 0点； 4 0 0 点 1, 4 0 0 点
十

学
..,.,. 

工

備考 1. 第 2次 の学力 検 査 の各 科目ごと の 配点は， それ ぞれ 2 00点 である。 ただし，

国語については， 現 代国語及び古典I乙併せて 200点， 実技については，400点

である。

2. 第 2次 の学力 検 査 の受 験科目については， 別表IIを 参照。

nu
 



.-
-< 

昭
和

57年
度

富
山

大
学

入
学

者
選

抜
方

法
等

第
2

次
的

苧
力

検
査

等
推

薦
入

学
第

2
次

募集
選

抜
方法

寺
実

技
検

査
等

2
段

階
選

抜
入

を学
免定除

員
し

調
同一

査部書に
をつ

主い
な

て資，料
出

と身
し学

て校
判長

定の
す催る

薦に
基

づき
．学

力検
査

留 入学
保

定し
員

同一
部に

つ
い

第
てあ

次
ら

か
募

集
じ

めを行こ
れヲを

，
こ

れ
に

つい
て

2 

の
検

課 第
学

査す 2次力るを
f:；よ？ 諒��＝書n雪i 

第
に

よ1
段る合

階格的選者
数

抜
実

技
検

査
等

推
薦入

学
募

実
技

検
査

等
欠第入を

じ
学

行

員
た2

定等
場

次
う

員
が

合
募

生
集

に

に
査共

第

力る通
試

を 2
次

免験第

学

除
をl

次
課 カ

し
検

． 
学

す
査共

第

力

除

通
試す

を 2
次

免第験
る 学

除
を1

力次
し

も 検

， 
学

免

t輔
考

実査す技をる検
課

面
接

を
小るを論

課 文す
集

人
貝

向
検

課 第
学

査す

2
次力をる

募
員

第
集

2（ 次人又
定対倍率員

すにる
そ

の
他

査 実す 技をる 検
課

行
面

接
う

を
小をる 論

課文す
そ

の
他

（又
は

比率
）

実査す技をる験
謀面

行接
う を

小をる論
課文す

lTう
IUt!事

）
学

部学
科

名文
学

部
!. 

調
査 書に

＠
標示

を希
望

人
す

る。

教楽〈，）（中美学術育

，校保教健員
養体学成育

課専税攻
同を

部除音
（入学

者
選抜

方法
的研

究
責

料
と

し
て利用

するた
めJ

2. 
教育

学
部中

学
校

教員
養

。
× 

× 
× 

× 
× 

× 
× 

× 
× 

× 
× 

× 
× 

× 
× 

× 
× 

× 
× 

成
課

程
同

音楽
，

美術
及び

続
1商

空宇
部

保憧
体育

専攻
志願

書で
，

当該
専攻

以外
向

課
程

又
は

Jll. 
学

部
専攻

を
第2

志
望

と
する場

合
は，

実技検
査の

ほ
か

に
工

学
部

学
力検

査を謀
する。

3. 
教育

学
部中

学
校

教 員
養

成
課

程
的

音楽
．

美術
及ぴ

教楽．（中主学術
育

校
，教保健

員養体
学

成育課専税攻
の

）音部
保 健

体
育

専攻
を

第2
志望

× 
。

× 
× 

× 
× 

× 
x 

× 
× 

× 
× 

× 
× 

× 
× 

× 
× 

× 
× 

と
する場

合
は，学

力検
査

の
ほ

か
に

実技検
査 を

課す
るa

別
表

I

hwヨN総塀

昭
和

57年
度

富
山

大
学

入
学

者
選

抜
第

2
次

の
学

力
検

査
実

施
教

科
・

科
目

学
（

’Y科
w

攻
）

教
育

学
市 a

理
学

者E
工

学
剖 l

揺肩書蒜5
中

学
校

中
学

佼

高� ： � 学

：
官； 

主i或
人

文
学

部
教

H
教

員
経

済学
部

地
球

科
工業化学

科

養
成

翼
民

養
成

課
程

数学
科

物
理学

科
化

学
科

生
物学

科
学

科
金

属
工学

科
J由

要
目

（
数学

専攻
）

（理科
専攻

）
数

受
科

数
験

目
出

姐
J λ c , 

受
科

数
験

目
出

題
受

科
数

験
目

出
題

出
題

受
料

数
験

回
J出

題
受

科
数

験
目

出
題

受
料

数
験

回
等

H-
，組

験
出

題
受

N
数

験
回

出
題

受
科

数
験

目
出

題
受

科
数

験
目

受
干

斗数
験

回 出
題

受
科

数
験

目
出

題
出

題
受

科
数

験
目

IH題
教科

科
目名

千十目
科

目
干キ

日
数料

目
科

目
科

目
科

目
科

目
科

目
科

目
科

目
科

目
科

目
科

目
現

代
悶

語
＠

 
＠

 
f<I語

2
 

2
 

l. 
国語

の
現代

国
語

と古
典

I乙
は

同一
時

間
内に

解
答

させ
る。

占
典

I
乙

＠
 

＠
 

2. 
詩集

l 
数

学
II B 

＠
 

＠
 

＠
 

。
＠

 
＠

 
＠

 
＠

 
＠

 
。

＠
 

高
等

竿佼
の

商業
に

関す
る課

程
を

卒業し
た者

（
卒業干

Ii'.
1 

一
一

数学
数

・＇＇i'
III 

＠
 

2 
l 

＠
 

2 
1 

I 
I 

I 
I 

I 
者

を
含む

）
に

限り
数学

［［
Bに

代
え

て
簿

記
会

計
I·

IIを選
l 

一
滋

1
簿

記
会

計
I

[[ 
。

択
するこ

と
が

で
き る．

物
Jlll 

II 
。

＠
 

。
＠

 
。

3. 
教育

学部
志願

者
て1受験

科
目

的
異な

る課
佳

又
は

専攻
を

一
第2

志望
とす

る場合
は

，
第1

志望
的

受
験

科
目

的
ほか

に
第

化
·'t 

Il 
。

＠
 

。
。

E�. 
H

 
I 

I 
I 

I 
I 

I 
一

2
志望

の
’主

験
科

目
を

受
験

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

生
物

［［
。

＠
 

た
だし

，
数学

及び
理科

専攻
相瓦

問
並び

に
背楽

町
美術

且
一

一
。

一
I也

ザ
［［

。
び

保 健
体

育
専攻

相互
間

の
第2

志望
は

でき
な

い
。

英
;ilf

日
。

。
4. 

工学部
志願

者
につ

い
て

外1·1•.1'[針
l 

I 
一

ド
イ

Y
.i� 

。
。

① 
工学化学

科
及び

金属
工学科

を
第l

；志望
とす

る者
向

つ

出
張

：k
技

じと
専正グ

科
〉 望攻目I 

も
「化学

［［
Jで

受
験

す
る者

に
は

＇i
南

学
科

間
で

の
み

第2

保体ぇ：
術健

育
一

一
一

.＿
＿ーーーーー

」一
一ー

』ー
ーーーー

ドー
ーーーーー

ト一
一

トー
ー一ーーー

ト一
一一

一
志

望
を認

め る。
長

術
’人

fl
L竺一

一
一

レ一
一一一一一

L一
一一ー

一
一

レ一
一一一一

一
一

一
② 

「物
理

［［Jで
受

験
す

る者に
は

．全学
科

に
わた

り
第2

体
育

実
岐

＠
 

志
望

を認
め

る．
ノ’�

.it 
4 

3 
3 

3 
2 

2 
5 

2 
l 

I 
4 

2
 

2 
2 

2 
2

 
2

 
2

 
2

 
2

 
4 

2 
2 

2 
3 

2 

備
ヰ

＠
は

必ず
受

験
し

な
け

れ
ば

な
句

な
い科

目
を

，
O

は
選択科

目
を

示す
。

別
表

I
I

Z仲h叩Rト川町田ロ話回



昭和56年7月号 学 報 第214号

事 異 動人

異動区分 発令 年 月日 氏 名 異動 前 の 所 属 官職 異 動 内 容 任命権者

採 用 56 . 7 .  1 高 瀬 均 助手 （工学部 ） 富 山 大学長

昇 任 56 . 7 . 1 大 崎 秀 雄 文 部事務官 （庶 務部 庶 務課 ）
庶

学
務

事調
部 庶

査
務

係
課
法規主任 富 山 大学長

イ井 任 56 . 7 . 1 浅 井 享 教授 （人文学 部 ） 保健管 理セン タ 一 所長 文 部 大臣56. 7. 1 ～58 . 6 . 3 0) 

56 . 7 . 1 3  宮 尾 嘉 寿 II （工 学部） 附
（

属図書館工学
ま

部分
）

館長 II 58 . 7 . 12 で

海 外 渡 航 者

渡航 の種類 所 屑J 官 職 氏 名 渡 航 先 国 目 自ワ 期 間

右翼低温における 金 属物性 の実 56 7 27 
外 国 出張 理 学 部 教 授 斎藤 好民 連合王国， カナダ 験的研究のため

56 8 26 

西日本 人文地 理学者訪中固め 56 7 . 1 6  
人文 学部 II 木下 良 中華人民共和国 一 員として， 中国学 会と の学

術交流及び現地見学調査 のた
め 56 7 . 3 1  

連合王国， フフン 世界シェイクスピア 会議出席 56. 7 . 3 0  
II 講 師 草薙 太郎 ス， ドイツ 連邦共

和国 と 大陸 の文化遺跡調査 のため 56. 8 13 

第24 回健康・体 育 ・ レクリェ 56 . 7 . 2 0  
教育学 部 教 授 田 中 久雄 フィ リ ピン， 台湾 ーション国際 会議参加 と台湾

海外研修旅行
の体 育事情視察 のため 56 . 7 . 27 

II 助 教授 中川 孝 II II II 

II 

II II 山下 ＝郎 II " II 

II II 山地 啓司 II II II 

アメリカ 合衆国， 低温低圧下 での変成反応につ 56 . 7 . 1 
II 助 手 丸山 茂徳 カナダ いて の実験とパンクーパ ー島

の地質調 査 のため 57. 6 . 3 0  

qJU
 
噌』ム



昭和56年7 fcj号 学 報 第214号

附 属 アメ リカ合衆 国，
英語 教師として の資質を 高め， 56. 7 . 22 

II 中学校 大津 ｛呆
アメ リカ の教育状況を知り，

教 諭 カナダ， メキシコ 教育実習や家庭滞在を通して
56. 9 . 23 日米文 化交流の一助 となる

ウィ リア ム ズ 教授と の リスク 56 7 .  28 
経済学部 助 教授 武井 w.� アメ リカ合衆国 ・ マネジメント及び保険に関

する日米比較 研究 のため 56. 8 . 31 

カナダ， アルパータ州 の生態 56 7 . 11 
教 養 部 教 授 小島 覚 カナダ

区分 の研究のため 56 9. 3 

富山大 学 公開講座

昭和56年度富山大学保健管理センタ一公開講座

講座の名称 こころの科学

開設期 間 昭和 56年 8月28日 ～IO月23日 （IO日 間 18: 00から20: 00 ま で ただし仕）は13: 30から15: 30 

ま で ）

対 象 一般市民 （約30名 ）

講座内容

月 日 II濯 題 目 講 師 名

8月28日 金 能と狂女 中 村 岡1

9月 4日 ノ豆＼ 気合 と力 有 沢 一 男

9月11日 金 集団ヒス テ リー 中 村 ｜司IJ

9月18日 金 対人恐怖 中 村 問リ
9月1 9日 土 吾が内なる在気 石 川 高 嶺

9月2 5日 金 現代学生 の悩み 高 尾 テノレノ

10月 2日 金 司法精神鑑定 中 村 岡。

10月 9日 金 対人関 係と感受性 中 ｝｜｜ 孝
1 0月1 6日 金 禅 と医学 中 村 同リ
10月23日 金 未開民族 のノイローセマ 中 村 岡1

会 場 富山大学保健管理センタ ー， レク ・ セラピ一室

昭和56年度富山大学人文学部公開講座

講座の名称

開 設 期間

世界・ 文 化 と 人 間

昭和 56年 9月21日 ～IO月 3 日 （10日 間 18: 00から20: 00 ま で ただしωは1 4: 00から16: 00 

ま で ）

一般市民 （約80名 ）対 象

講 座内 容

つd唱EA
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月 日 日差

9 月 21日 月

9月 22日 火

9月 24日 木

9 月 25日 金

9 月 28日 月

9 月 29日 火
9 月30日 7]( 
10月 1日 木

10月 2日 金

10 月 3日 土

題 目

ギ リシア行情詩 の世界

現代における 人聞 の問 題

テ ンボ族 の村
ア

落 生落
ー フ リ カ学 術調査から一

サバンナースワヒ リ の世界一

イギ リ ス社会
特

の
丈
中 の文 化

ら
の 役

観
割点に 学か の 一

日本文学 の青， ドイツ文学 の青

近現代史上 のフラ ンスと日 本

ひととことは‘

ヨーロッパおよ び アフ リカ の民族と言語

東西思想、 の特質について

場 富山 大学 人文学 部

昭和56年度富山大学 教養部公開講座

現代を問う

講 師 名

山 村 敬

木 下 喬

赤 阪 賢

和 崎 洋 一

草 薙 太 郎

＝口七 田 j青

岡 本 日月

浅 井 予

都 竹 通 年雄

中 本 E日ヨ 年

講座 の名称

開 設 期間

対 象

講 座内容

昭和56年 10月 5 日～ 1 1月 18日（ 20日間 18: 00から 20: 00まで）

一般市民（約100名 ）

月 日 曜 題 目 講 師 名

10月 5 日 月 人間であること 杉 本 新 平

10月 7 日 Jj( 健 康と 生活 稲 垣 保 彦

10 
月

月9 日
10 1 2日

金
月

余剰
現

と欠乏と
代型犯罪 のー断面一 駒 域 鎮 ー

10月 1 4日 7｝く 夫折 の象徴詩 人 三 富朽葉 勝 野 良

10 月 1 6日 金 経済学における 富 の定義 桂 木 健 次

10 月1 9日 月 統計から みた戦後 の日 本経済 世 利 幹 雄

10 月 21日 * 転換 期 の現代政治 田 中 節 男

10月 23日 金 近代 化 とそ の反省 梅 原 隆 章

10 月
月

26 日
JO 28日 水月 日 中比較史から みた現代 の意味 中 村 哲 夫

10月30日 金 カロッサ の現代的意義 瀧j畢 7L 

1 1月2日 月 日英語比較からみた日欧人 の意識構造 一 原 健 一一

1 1 月4日 水 自然保護概論 島 覚

1 1 月 6 日 金 高移動 化社会の論理 二 神 5L 

11 月
月

9 日
11 11日 水月 生活と災害 藤 井 昭 二

- 14 -
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金

月

11月13日
1 1月16日 雄手目木を令動物の行動

員全ノfネノレディスカッション7｝く11月18日

富山 大学教 養部場£』ヨエ

学内レクリエーション

工学部バレーボール大会

7月18日（土）

富 山 大学 第一体 育館

工 学部 チーム

人文 学部・ 理学部 チーム

勝
約70名

｛憂

実施月日

場 所

参加人員

成 績

工
学

教
養

経
済
・

図書
・

短
大

教
育

本
部

職 員 消 息

人
文

・
理

勝次

〈新任者〉

工学 部

均高j頼手

〈住所変更〉

主計課

文部 事務官

Eカ

英市高邑

教育学部

加瀬正二郎

Fhiu
 
噌』A

友治本吉

授

教 養 部

庶務主 任

教E力
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主 要 行 事

本 部
7 月

1 ～3日 昭和5 6 年 度国立学 校労 務専掌 職員協議 会

（ 於富士 研修所）

2 日 事務改善 第一部 会

3臼 第 2 回部局 長懇談 会

昭和56年度大学入学者 選抜 ・ 教務関 係事項

連絡協議 会 （ 於大阪 大学）

4日 大学 と高 校 との懇談 会 （ 於名古屋 大学）

7 日 会計 係長 会議

入学 試験管理 委員 会専門 委員 会

第 3 回学寮 補導 委員 会

9日 第 6 回補導協議 会

12日 第33 回北陸四 大学学生総合体 育大会 （ 於富

山 大学）

14日 人 事関 係 事項の説明聴取 （ 於文 部省）

15 日 国立 大学入学者選抜に関する 第 2困地区連

絡協議 会 （ 於名古屋大学）

16日 富山 大学物品高価購入防止対策協議 会

17日 第 4 回評議 会

1 8日 学内バレーボール 大会

20日 第 3 回入学 試験管理 委員 会

第 2 回入学者 選抜方法 研究委員 会

20～21日 昭和5 7年度概 算要求の説明 （ 於文部省）

昭和5 7年度国立学 校施設整備費概算要求の

説明 （ 於文部省）

21日 昭和5 7年度国立学 校特別 会計概 算要求 （厚

生補導関係） の説明 （ 於文部省）

228 昭和5 7年度 大学入学者 選抜共通 第 l 次学力

試験実施担当者 会議 （ 於東 京医科歯科大学）

24日 事務改善 第 二部 会

27～28日 国立 大学等 事務電算化講習会 （ 於福井 大学）

27日 国立 大学及び国立 大学共同利用機関に関す

る行政監察（ 8 月 7 日 ま で）

28日 計 算機セ ン ター講演 会

上越 教育大学 小金井正己 教授

「 教育工学における コ ン ビュ ー タ利用」

30日 第 3 回 部局長懇談 会

全国 大学保健管理協 会東海北陸地方部 会昭

和5 6 年度総会 （ 於浜松医科大学）

30～31日 第 四 回全国 大学保健 管理研究集 会東海北陸

地方研究集 会 （ 於浜松医科大学）

文理 学 部
7 月1 4日 授 業終了

｜人文 学 部｜
7 月 1 日 学 部職業補導 委 員 会

8 日 第 8 回 教授 会

9 日 秋 期学 部長 会議 実施打合せ会

10日 昭 和5 6 年 度管理経 費負担 打合せ会

13日 秋 期学部長 会議 実施打合せ会

1 4日 授 業 終 了

1 5 日 学 部将来計画 委員 会

16日 拡大教 務委 員 会

入 試検討委 員 会

1 7日 次期学 部補導 委 員 会委員の 打合せ会

22日 東アジア 研究セ ン ター準備 会

教育 学 部｜
7 月 2 日 日本教育大学協 会事務局長 会（ 於東 京学 芸

大学）

8 日 人 事教授会

1 0日 日本教育大学協 会附属学 校委 員 会 （ 於東 京

学 芸大学）

11日 前学 期 授業終了

13日 特別 教職課程 委 員 会

13～14 日 日本教育大学協 会北陸地区第二 部会音楽部

門 研究協議 会 （ 於信州 大学）

ハhu『tA
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次期学部補導委員 会委員 の 打合せ会

学

学部教務委員 会

専任教授会

工学研究科委員 会

紀要委 員 会

係長連絡会

授 業 終 了

学科主任会議

教授会

部

7月 3 日

8 日

15日

22日

29日

20日

21日

報

3 1日

工

品同4・

入試検討委 員 会

補導委 員 会

予算委 員 会

合宿研修 委 員 会

期 末試験

附属幼稚 園 第 1 学期終業式

附属養護学校 第 l 学期終業式

教務委 員 会

教授会

人事教授会

昭和56年度日 本教育大学協 会第二部会技術

・ 職業 ・ 職業指導部会総会 （ 於東京学芸大学 ）

附属小学校 第 1 学期終業式

附属 中 学校 第 1 学期終業式

昭和56年度日 本教育大学協 会第 二部会幼 児

教育部門 会総会（ 於広 島 県 宮 島 町 ）

昭和田年 7 月 号

17日

21日

22日

26日

14日

15日

16 ～ 22日

演 題 「絶対零度 （ 一 273 . 16℃ ） へ

の 道」

長 谷 田 泰一郎 （ 大阪大学基

講演会7月 6 日

｜ 経 済 竺戸」
礎工学部教授 ）

講 師

紀要委 員 会

予算委員 会

金沢大学教養部 と の 交歓野球（ 於金沢大学 ）

8 日
日 本海経 済研究所運営 委 員 会

II 

7 月 1 日

8 日

教官定 員 配置検討委員 会

教務委員 会

1 1日

15日

学部教務 委 員 会

日 本 海 経済研究所所員 会議

教授会

教授会

教授のみ の教授会

コ ン ビ ュ ー タ 管理運営委 員 会

授業終了

財務委員 会

人事教授 会

教授会

拡 大教務委員 会

10日

13日

15日

立山 研 究室運営委員 会

昭和56年度管理経 費 負 担打合せ会

予算配分打合せ会

授業終了

教務委 員 会

予算配分打合せ会

教授会

理学研究科委員 会

人事教授会

行政監察 （ ～ 8月 7日 ま で）

図 書館業務電算化研究会

附属 図書館電算化 委 員 会

図書館実務 講 習 会 （ 於富 山 県 立図書館 ）

係長事務打合せ会

附属 図書館商議会

図 書館業務電算化研究会

7月 1 日

21日

4 日

9 ～ 10日

1 5日

16日

10日

部学

7月 3 日

l竺

29日

｜ ト リ チウム科学セ ン タ ー ｜
14日

1 5日

技術委 員 会

ト リ チ ウ ム 班会議及 び研究会 （ 於理学部 ）

富山 行政監察局に よる 行政監察 （ 8 月 7日

ま で）

7月 6 日

2 1 ～ 22日

28日

18日

27日

28日

ゥ，司E4
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｜ 経営短期大学部 ｜
7 月 1 日 第 3 回奨学生選考委員 会

3 日 第 5 回 教授会

8 日 第 4 回奨学生選考委員 会

9 日 教 官 人事選考委 員 会

13 日 財務委員 会

16日 第 6 回教授会

教官 人事選考委 員 会

18日 授業終 了

第214号

編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 

印刷所 中 央 印 刷 株 式 会 社
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